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研究成果の概要（和文）：特例子会社への聞き取り調査により，設立年度が古い会社は身体，新しい会社は精
神・発達の雇用が多く，また，製造系は身体，情報系は精神・発達が多い傾向が見られた．特例子会社は，技術
や障害特性を理解するマネジメント人材を求めていることがわかった．多様な指標で治工具を分類して治工具ラ
イブラリを作り，会社HPで紹介した．治工具開発には，利用者の特性と作業内容のアセスメント能力が必須とわ
かった．
治工具開発を伴うインターンシップ・プログラムは学生他，会社側にも社員教育や会社PRなどで利点があった．
次世代技術者教育には，福祉・支援技術への基礎的素養を持つ多様な技術者の育成が望まれるという仮説に至っ
た．

研究成果の概要（英文）：This research aimed at solving complex social problems such as training 
next-generation engineers, skiils transfer and employment support for persons with disabilities by 
the cooperation of special subsidiary companies (SSCs) and educational institutes. The result 
suggests basic knowledge based on welfare and assistive technology is one of the best essences for 
the education  in longevity society.
Visit survey results showed that physically handicapped persons (PH) tend to work at older SSCs, and
 persons with mental or developmental disabilities (MDD)  tend to work younger SSCs. Additionally, 
PH tend to work in the manufacturing industries and MDD tend to work in the information industries. 
Universal support tools was classified some indexes by engineers and students, and its result led 
the tools library. Tool development also requires an assessment ability for user characteristics and
 work contents. Internship programs based on actual work had good evaluations for students and SSCs.
 

研究分野： 社会福祉学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では，次世代技術者育成，技術伝承，障害者就労支援という複合的課題の解決を目指して，訪問調査を基
に，UD環境，障害者向け治工具開発のノウハウを持つ特例子会社と教育機関との連携による実践的な技術者育成
法を試みた．
この研究の意義は，少子高齢化社会におけるものづくりに必要なノウハウの伝承を円滑に行うため，多様な特性
を持つ人々の就労を支える治工具に着目し，設計・開発・調整を通して熟練から若手へ持続可能な技術伝承方法
の構築にある．高等教育機関において障害学生の在籍者数が年々増えており，支援体制や卒業後の就労支援の充
実が課題である．特例子会社と教育機関の関係深化は多様な雇用の確保からも重要である．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
ものづくりの基盤を支える熟練技術者の高齢化，団塊世代技術者が順次定年を迎えることに

よる知識・技能・ノウハウの伝承が重要問題となっている．しかしながら，若年層の人口減少や
多様化社会によるものづくりへの関心が低下傾向にあるなど，技術者を取り巻く国内状況は厳
しいものになっている．  
一方，技術者の卵である工学系関連学部の大学生数は 38.8 万人（うち国立大学 13.3 万人），

工業高等専門学校の学生数 5.1 万人であり，工学系関連学生数は計 43.9 万人である．学生の様
子に目を向けると，障害を持つ学生の在籍者数が年々増えており，障害種別は，肢体不自由 28%，
聴覚・言語障害 19%，病弱・虚弱 17%，視覚障害 8%，発達障害 17%，重複障害 2%，その他の
障害 9%で，工学部の障害者の在籍者数は社会科学，人文科学についで多いことが学生支援機構
の調査でわかっている．また，障害者権利条約の批准や，障害者差別解消法などの施行により，
高等教育機関側は受入れや修学支援体制の整備はもとより就労支援も喫急な課題となっている． 
障害者就労の現場である特例子会社は，「障害者の雇用に特別に配慮して民間企業の中に障害

者雇用率制度の特例措置として設立された子会社」と定義され，欧米などの先進国にはない日本
特有の制度である．特例子会社の目的は，障害者雇用であるが，障害者が安全に就労するために
バリアフリーを含むユニバーサルデザイン環境の整備はもちろん，障害者の特性に応じた様々
な治工具が検討・開発され，それにより生産活動を品質・数量を確保しながら親会社の生産活動
を支えている．治工具は，一般的な医療工学・福祉工学の機器開発のように汎用性を求める必要
がなく，障害者の特性と仕事内容を考慮した個別ニーズに応じたものが求められる． 
申請者らは，長期インターンシップ（2 ヶ月間）を利用して国立高専専攻科 1 年生（大学 3 年

生相当）をオムロン株式会社の特例子会社であり日本の代表的な特例子会社であるオムロン京
都太陽株式会社（京都市）へ派遣し，学生はユニバーサルデザインに基づいた聴覚障害者向けの
シール・ラベル貼り忘れ防止装置の設計・開発を行うと同時に，他の特例子会社（ホンダ太陽，
ソニー太陽等 10 社）の訪問調査を行った． 
この結果，技術系学生のインターンシップを通して，特例子会社は，企業技術者との関わり，

障害者との関わり，ユニバーサルデザイン・マインドの修得，治具開発が行える実践的かつ複合
的な学びの場となり，企業・学生・教育機関の三者にとって，大変有益であることがわかった． 
また，インターンシップにより，親会社の技術者，特例子会社の技術者，そして，学生という

未来の技術者が一緒に働く機会ができ，基礎的な技術の伝承の可能性も見出した．しかしながら，
高等教育機関研究者による特例子会社の訪問が今までほとんどなされておらず，研究者におけ
る特例子会社の知名度が低いことがわかった． 
 
２．研究の目的 
本研究では，先の研究背景や少子高齢化社会を踏まえ，次世代技術者育成，技術の伝承，障害

者の就労支援という複合的課題の解決を目指して，特例子会社と教育機関との連携による実践
的な技術者育成法を試みた． 特例子会社を従来の障害者就労という役割だけでなく，教育・工
学・産業・医療・福祉が融合した技術伝承・創造力育成を実践する知の拠点という新しい価値観
で捉え，その技術やノウハウの可視化，技術伝承の実践を試みた． 
具体的には，(1)例子会社の特徴分析・類型化（訪問調査に基づく技術・障害者就労の特徴を

分析・類型化），(2)技術系インターンシップ・プログラムの開発（融合分野の専門家と連携した
障害別支援方法の導出）に取り組み，世界に先駆けた産学連携による技術者育成方法の提案・実
践に挑んだ． 
 
３．研究の方法 
国内の特例子会社において，都道府県を考慮して製造業を中心に選定し，技術的な視点による

訪問調査を行った．会社の制度，ユニバーサルデザイン環境，技術者の就労状況，支援体制など
現地で調査を行うことで，現在の状況や今後の傾向を探った．調査で得たデータをもとに量的・
質的調査法による分析を行うことで，企業・教育機関・学生の視点や工学・福祉の視点などを踏
まえて，企業を可視化し，複数の指標の導出を検討した． 
また，分析結果を障害者・保護者・支援者・経営者・教育機関にわかりやすいように整理し，

資料提供や情報共有が行えるしくみを検討とうした．それと同時に，特例子会社と教育機関との
連携による次世代技術者育成法について提案・実践を行った．具体的には，高等教育機関のイン
ターンシップ制度を用いて，技術調査や実践的な治具の設計・開発を通して，ユニバーサルデザ
イン，アクセシビリティを推進できる人材育成プログラムの開発を行った． 
本申請による研究期間内において，(1)特例子会社の特徴分析・類型化（訪問調査に基づく技

術・障害者就労の特徴を分析・類型化），(2)技術系インターンシップ・プログラムの開発（融合
分野の専門家と連携した障害別支援方法の導出）を行うことを目標とし，以下の 4項目について
取り組んだ． 
①製造業における情報収集・特徴分析・ニーズの把握 
②インターンシップ・プログラムの開発，事例の積み上げ 
③個別ニーズに応じた治具(治工具)の開発，支援ツールによる環境の改善他 
④つなげる WEB インターフェースの開発，持続可能な協力体制の構築 

 



４．研究成果 
 研究は，訪問調査とオープンな質問により行った． 
①製造業における情報収集・特徴分析・ニーズの把握において，設立年度が古い特例子会社は

身体障害の雇用が多く，新しい特例子会社会社は精神障害・発達障害の雇用が多い傾向が見られ
た．さらに，業種別では，製造系を主とする特例子会社は身体障害の雇用が多く，情報系・サー
ビス系を主とする特例子会社は精神障害・発達障害の雇用が多い傾向が見られた．また，特例子
会社では，製造系，情報系・サービス系を問わず，技術や業務内容に精通し，かつ，個々の特性
を理解するマネジメント人材を求めていることがわかった． 
なお，特例子会社の運営形態は，親会社のみで運営，親会社と社会福祉法人の連携による運営，

親会社と地方自治体との連携による運営，親会社が社会福祉法人を吸収して運営などがあるこ
とがわかった． 
②インターンシップ・プログラムの開発，事例の積み上げにおいては，2か月程度の時間をか

けて 1つの治工具を学生 1人で設計・開発するプログラム，1か月程度の中期プログラム，2週
間程度の短期プログラムの他，1つの治工具をハードウェア系の学生とソフトウェア系の学生と
で役割分担して設計・開発するなど，特例子会社側の工夫により，多様な形態のプログラムが展
開できた．プログラムは，参加した学生と会社側の双方から高い評価を得られ，関係者における
特例子会社の教育的価値や知名度が向上した．インターンシップ・プログラムは学生への教育効
果の他，社員教育や会社 PR などで会社側にも利点があり，新規受け入れや改善を行う会社も増
えたことで，会社側から一定の評価が得られた．一方，そのときの会社の製品生産計画により受
入れ時期が合わない場合や，受け入れたい企業と学生とのマッチングが合わない場合が課題と
なった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1．インターンシップ・プログラムの実践例「画像認識による検査機の作成」 
 
③個別ニーズに応じた治具(治工具)の開発，支援ツールによる環境の改善他においては，オム

ロン京都太陽株式会社で設計・開発された治工具を，特例子会社技術者，親会社技術者，学生と
交えて様々な角度から議論し，分類を試みた．その結果，作業内容，機能，素材，動力源などの
指標で分類して治工具ライブラリを作り，その一部が会社 HP で紹介された．治工具の分類過程
で，治工具開発はライブラリの他，利用者の特性と作業内容のアセスメント能力が必須とわかっ
た．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2. 作業者と技術者の重要項目の組み合わせによる分類 
 
④つなげる WEB インターフェースの開発，持続可能な協力体制の構築においては，学会発表な

どで，特例子会社の知名度が低い傾向が見られたため，インターンシップ・プログラムや治工具
を紹介する冊子を作成・配布したところ，関係者による特例子会社の知名度向上，新規事業へ発
展した．訪問した特例子会社間にネットワークが生まれ，新たな事業についての情報交換が行わ
れたことが，特例子会社関係者より報告されたことから，障害者雇用を支える科学技術である支
援技術への関心が今後高まってくることが予想される． 



本研究による訪問調査の結果，障害特性も多様なように特例子会社も多様な業務をそれぞれ
の工夫で行っていることがわかり，インターンシップ・プログラムの受入れ実績のある特例子会
社やそこから紹介された会社を中心に，治工具や障害者雇用を支えるしくみを調査することに
時間を要した．特例子会社に必要な新しい指標となるアンケート項目の設定とアンケートの実
施を今後行う予定である．この研究を通して，少子高齢化社会における次世代技術者教育には，
福祉・支援技術への基礎的素養を持つ多様な技術者の育成が望まれるという仮説の提案に至り，
この仮説を実証するための調査研究を継続する予定である． 
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